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一般的にドナー/アクセプター(D/A)型の有機太陽電池では、光吸収によって生成した励起子が

D/A界面で形成されるエネルギー差で電荷対に解離し、charge transfer (CT)状態となる。CT状態の

エネルギー(ECT)はドナー分子の最高被占軌道(HOMO)とアクセプター分子の最低空軌道(LUMO)

の差で主に決まる。有機太陽電池内の電圧ロス(Vloss)は ECT/q と開放端電圧(VOC)の差であり、Vloss

の原因である CT状態の再結合には発光再結合と非発光再結合がある。 

本研究では、非発光再結合を除いた電流・電圧特性を予測するため、発光再結合をその場観測

した。まずドナーポリマーとして PTB7、アクセプター分子として PCBM (Fig. 1a)を用い、バルク

ヘテロジャンクション型の有機太陽電池を作製した(Fig. 1b)。デバイス活性層に単色の励起光を照

射し photoluminescence (PL)スペクトルを測定することで CT発光が観測できる。次に、励起光が

照射された状態での電流・電圧特性曲線及び CT発光の電圧依存性を測定した(Fig. 1c)。CT発光-

電圧プロットの結果では、

VOC付近から急激な CT発光

の消光が観測され、電流・電

圧特性曲線より高い fill 

factor (FF)を得ることがわか

った。このプロットは、有機

太陽電池内の発光再結合の

みの情報を含んでおり、有機

太陽電池の理想的電流・電圧

曲線を予測することが出来

る。 
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Fig. 1 (a) Chemical structure of PTB7 and PCBM. (b) Device 

structure. (c) J-V curve (blue curve) and CT emission-voltage plot 

(red points) of the PTB7/PCBM device. 
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